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海馬歯状回顆粒細胞と苔状細胞の生理学的特徴
と場所情報表現の違い
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海馬歯状回はパターン分離に重要であると考えられているが、これを支持する生理学的研究においては，

歯状回の顆粒細胞と苔状細胞とが区別されておらず解釈に混乱をきたしていた。本研究では細胞外電気生

理記録から得られる生理学的指標に基づいた顆粒細胞と苔状細胞の分類法を確立し、苔状細胞はより高い

発火頻度を示して複数の場所受容野を持つ一方、顆粒細胞はより低い発火頻度を示し多くは場所受容野を

持たないことが分かった。この顆粒細胞の性質はパターン分離にとり好都合だが、顆粒細胞はその下流に

位置する苔状細胞やCA3錐体細胞に比べて弱いパターン分離しか示さなかった。これは顆粒細胞だけでな

く苔状細胞やCA3錐体細胞も含めた回路全体がパターン分離にとって重要であることを示唆する。

主催： 神戸大学医学研究科薬理学分野（連絡先 内線5443）
共催： 同 シグナル伝達医学研究展開センター
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